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　令和２年第３回美里町議会定例会が、９月１日から18日までの18日間の日程で開催されまし
た。この議会では、令和元年度の一般会計及び特別会計等の８会計の決算を慎重に審議し、す
べて認定しました。
　その他、令和２年度一般会計及び特別会計等の補正予算、条例の一部改正等を可決しました｡　
　また、議員６名による一般質問が行われました。

納めた税金が町民にきちんと還元されるようガンバってね♪ 災害対策として「美里町地域防災計画」を全面的に見直しました。
防災体制の強化に努めていきます。

ミムリンの
一口メモ

ミムリンの
つぶやき

一般会計・特別会計歳出　　　79億 800万 7千円

一般会計
56億372万８千円
一般会計
56億372万８千円

国民健康保険
14億922万８千円
国民健康保険
14億922万８千円

住宅資金貸付事業
823万１千円
住宅資金貸付事業
823万１千円

後期高齢者医療
１億1,306万２千円
後期高齢者医療
１億1,306万２千円

下水道事業
6,676万９千円
下水道事業
6,676万９千円

農業集落排水処理事業
２億5,383万２千円
農業集落排水処理事業
２億5,383万２千円

介護保険
10億5,361万５千円
介護保険
10億5,361万５千円

一般会計
65.9％

特別会計
34.1％

一一般
6565

計会計
1％1％

歳　入歳　入

一般会計
50億7,800万３千円
一般会計
50億7,800万３千円

国民健康保険
13億6,779万７千円
国民健康保険
13億6,779万７千円

住宅資金貸付事業
690万６千円
住宅資金貸付事業
690万６千円

後期高齢者医療
１億1,222万８千円
後期高齢者医療
１億1,222万８千円

下水道事業
6,642万５千円
下水道事業
6,642万５千円

農業集落排水処理事業
２億4,989万２千円
農業集落排水処理事業
２億4,989万２千円

介護保険
10億2,675万６千円
介護保険
10億2,675万６千円

一般会計

特別会計
35.8％

一般会一般会

計会計
8％8％

歳　出歳　出

令和元年度　会計別決算

記録的な大雨により多くの被害

水道事業会計 収　入 支　出
収益的収支 ３億1,095万５千円 ２億 6,429 万４千円
資本的収支 1,902万９千円 １億 8,769 万７千円
合計 ３億2,998万４千円 ４億 5,199 万１千円

やぼり川（下児玉）やぼり川（下児玉）

護岸ブロックが破損したことで、護岸裏等の土砂が流出した。そのため、護岸ブロックを復旧する工事を実施した。

法面が崩壊し、土砂や草木が民地に流れ込み、水の流れを阻害した。そのため、土砂を撤去し、大型土のうを設置すること
で法面が再び崩壊しないよう復旧した。

町道脇の法面が崩壊し、土砂が水路を塞ぎ、水の流れを阻害した。そのため、土砂を撤去し、土のうを設置することで法面
が再び崩壊しないよう復旧した。

水路（円良田）水路（円良田）

町道 2015号線（白石）町道 2015号線（白石）

歳入合計
85億846万５千円

歳出合計
79億800万７千円

台風19号の復旧状況
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地域の活性化に向け地域の活性化に向け 多くの質疑、238問多くの質疑、238問

ミムリンの
一口メモ

ミムリンの
つぶやき

子育てでお悩みのお父さん、お母さん。子育て包括支援センター
スタッフに相談してほしいな♪　　☎ 76-2855

決算特別委員会　一般会計質疑
　
　
地
域
活
性
化
施
設
で
は
、
民

　
　
間
活
力
を
活
用
し
温
泉
な
ど

も
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

　
　
地
域
活
性
化
施
設
の
計
画
は

　
　
町
で
も
初
め
て
の
試
み
で
あ

り
、
ど
う
形
に
し
て
い
け
ば
良
い

の
か
手
探
り
で
進
め
て
い
ま
す
。

時
代
は
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
、

民
間
の
力
を
借
り
、
地
域
の
資
源

を
活
用
し
て
運
営
す
る
こ
と
が
成

功
の
秘
訣
の
よ
う
で
す
。
道
の
駅

と
地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
、
良

い
案
を
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
が
増
え
た
理

　
　
由
は

　
　
積
極
的
に
返
礼
品
目
を
増
や

　
　
し
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
こ
と
が
増

え
た
要
因
だ
と
考
え
ま
す
。

　
　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

　
　
総
合
戦
略
策
定
委
員
会
に
つ

い
て

　
　
平
成
30
年
度
の
総
合
戦
略
に

　
　
つ
い
て
、
外
部
委
員
の
評
価

を
い
た
だ
く
た
め
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用

し
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い

る
、
飛
び
地
連
携
大
規
模
ヘ
ル
ス

ケ
ア
事
業
の
評
価
も
併
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

　
　
の
申
請
率
は

　
　
住
民
税
非
課
税
者
、
３
歳
未

　
　
満
児
子
育
て
世
帯
主
が
対
象

で
す
。
申
請
率
は
、
住
民
税
非
課

税
者
が
34
％
、
３
歳
未
満
児
子
育

て
世
帯
主
は
申
請
せ
ず
に
直
接
商

品
券
を
配
付
し
ま
し
た
。

　
　
こ
ど
も
医
療
費
支
給
事
業
の

　
　
対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で
拡
大

し
た
結
果
は

　
　
３
年
齢
相
当
分
を
増
額
し
て

　
　
見
込
み
ま
し
た
。
高
校
生
く

ら
い
に
な
る
と
病
院
に
か
か
る
こ

と
も
減
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

支
給
状
況
は
予
算
に
対
し
少
な
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
歯
科
事
業
の
表
彰
者
数
が
８

　
　
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
己

申
告
な
の
か
検
診
を
も
と
に
通
知

が
く
る
も
の
か

　
　
集
団
検
診
や
健
康
ま
つ
り
で

　
　
実
施
し
て
い
る
集
団
の
歯
科

健
診
、
契
約
医
療
機
関
に
お
け
る

個
別
検
診
の
結
果
、
80
歳
以
上
で

20
本
以
上
ご
自
分
の
歯
を
お
持
ち

の
方
に
通
知
し
表
彰
の
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

　
　
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
に
つ
い
て

　
　
安
心
し
て
出
産
を
迎
え
、
子

　
　
育
て
が
で
き
る
よ
う
妊
娠
中

か
ら
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
を
整

え
る
た
め
開
設
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
は
虐
待
の
リ

ス
ク
の
あ
る
御
家
庭
を
早
期
に
把

握
し
て
支
援
し
て
い
く
役
割
も
期

待
さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
問
題
を

・
禁
煙
外
来
助
成
金

・
農
業
女
性
会
議
所
の
活
動

・
寄
居
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
西
地
区
産

　
業
団
地
の
名
称

・
中
学
生
の
英
検
取
得
率

・
ハ
イ
パ
ー
Ｑ
Ｕ
テ
ス
ト
の
効
果

抱
え
る
家
庭
に
つ
い
て
は
、
適
切

に
支
援
で
き
る
よ
う
支
援
方
針
を

定
期
的
に
協
議
し
、
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
　
本
庄
市
児
玉
看
護
専
門
学
校

　
　
事
業
負
担
金
に
つ
い
て
、
卒

業
生
が
郡
市
内
で
働
い
て
い
る
か

　
　
平
成
31
年
度
の
卒
業
生
は
23

 
 
名
お
り
、
児
玉
郡
市
内
に
６

名
就
職
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

県
内
で
就
職
し
た
方
は
９
名
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
　
家
畜
伝
染
病
予
防
注
射
事
業

　
　
に
つ
い
て
、
豚
熱(

Ｃ
Ｆ
Ｓ)

の
町
内
で
の
発
生
状
況
等
は

　
　
埼
玉
県
内
で
は
令
和
元
年
９

　
　
月
か
ら
発
生
し
、
同
年
11
月

に
深
谷
市
で
５
例
目
が
発
生
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
県
内
の
養
豚
場

で
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
、

町
内
に
あ
る
２
つ
の
養
豚
場
で
は

発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
産
業
団
地
で
取
得
し
た
土
地

　
　
の
有
効
活
用
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か

　
　
県
と
の
約
束
も
あ
り
ま
す
が
、

　
　
将
来
的
に
は
売
却
を
含
め
て

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
遺
跡
の
森
館
の
空
調
設
備
保

　
　
守
管
理
委
託
料
に
つ
い
て
、

省
エ
ネ
改
修
工
事
が
実
施
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
必
要
な
く
な
る
と
思

い
ま
す
が

　
　
今
後
は
リ
ー
ス
料
の
中
に
保

　
　
守
管
理
委
託
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
　
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

　
　
フ
と
新
た
な
中
国
語
の
通
訳

は
ど
の
よ
う
な
方
か

　
　
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

　
　
フ
は
、
先
生
方
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
た
だ
く
方
で
、
業
務
内

容
は
印
刷
業
務
や
電
話
対
応
、
配

布
物
の
作
成
等
で
す
。
中
国
語
の

通
訳
は
、
中
国
か
ら
来
た
生
徒
が
、

日
本
語
で
の
学
習
の
進
め
方
に
つ

い
て
戸
惑
い
が
見
ら
れ
、
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
な
た
め
配
置
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
質
疑

賛成
討論 　令和元年度の一般会計歳入歳出決算は、歳入総額

56億372万８千円で対前年度比11.1％の増、歳出総
額50億7,800万３千円で、対前年度比10.2％の増と
なりました。
　歳入では、税収は、約17億9,800万円で550万円
の増、地方交付税は９億3,600万円で、１億1,300
万円の増となり、歳出では、健康増進関係の「飛び
地連携型大規模ヘルス事業」や、「子育て包括支援
センタ－の設置」、防災行政無線デジタルシステム

更新工事、遺跡の森総合公園内の省エネ改修工事、
スマ－トICのアクセス道路整備等、健康長寿、活
力・創造のまちづくりに向けた事業が効果的に行わ
れたと評価致します。
　引き続き、事業の有効性や効率性等を検証し、中
長期的な視点に立った健全で持続可能な財政運営及
び災害に強いまちづくり等への取組にご期待申し上
げ、賛成討論といたします。

問

問

問

問問

問

問

問 問

問問問問

答

答答

答

答

答

答

答

答

答答答

答

反対
討論　平成30年度末、生活保護世帯が38世帯だったにも

かかわらず、令和元年度末は42世帯に増え、また、
小学校、中学校の準要保護児童生徒数が、平成29年
度は88名、平成30年度は97名、令和元年度は100名
に増えています。弱者を救済していない現れです。
よって、令和元年度美里町一般会計歳入歳出決算認
定に反対いたします。

決算特別委員会では、各議員から執行状況等に関する多くの質疑が
なされました。ここでは、主な質疑を掲載します。

決算特別委員会は予算がどのように使われたかの審査を行うため
に、特別に設置される委員会です。

産業団地で取得した土地の現状
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ミムリンの
つぶやき

ミムリンの
一口メモ 国民健康保険特別会計では、給付費が年々増えているね。

町民の生活・環境を守る町民の生活・環境を守る 特別会計等決算認定特別会計等決算認定
決算特別委員会　特別会計・水道事業会計質疑

　
　
将
来
的
に
維
持
管
理
費
等
の

　
　
財
政
負
担
が
少
な
く
な
る
こ

と
を
見
込
ん
で
お
り
、
公
共
下
水

道
に
接
続
し
ま
す
。

　
　
集
落
排
水
の
沼
上
と
十
条
を

　
　
下
水
道
に
変
更
す
る
場
合
の

使
用
料
は

　
　
今
後
、
料
金
の
統
合
と
い
う

　
　
課
題
が
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
が
、
審
議
会
や
議
会
で
説
明
し

た
中
で
使
用
水
量
に
基
づ
く
算
定

と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
南
部
中
央
処
理
区
の
繋
ぎ
込

　
　
み
が
少
な
い
。
こ
れ
は
集
落

排
水
と
比
較
し
て
浄
化
槽
の
ほ
う

が
維
持
管
理
費
が
安
い
と
い
う
現

実
が
あ
る
。
繋
ぎ
込
み
を
増
や
し

て
い
た
だ
き
た
い

　
　
加
入
率
の
向
上
対
策
と
し
て
、

　
　
今
年
１
月
に
未
接
続
者
１
５

７
軒
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
発

送
し
ま
し
た
。

　
　
農
業
集
落
排
水
の
円
良
田
と

　
　
小
栗
の
今
後
の
見
通
し
や
考

え
方
は

　
　
平
成
30
年
度
に
最
適
整
備
構

　
　
想
を
策
定
し
、
小
栗
は
南
部

中
央
へ
統
合
し
、
円
良
田
は
単
独

改
修
と
い
う
方
向
性
の
結
果
が
出

ま
し
た
。
現
在
は
、
今
後
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
経
費
の
節
減
が
で
き

る
か
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
維
持
管
理
費
の
７
５
９
万
円

　
　
は
ポ
ン
プ
等
の
修
理
と
説
明

を
受
け
て
い
る
が
原
因
は

　
　
故
障
の
主
な
原
因
は
施
設
の

　
　
老
朽
化
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
年
間
有
収
率
84
・
７
％
だ
が
、

　
　
残
り
の
数
字
は
漏
水
な
の
か

　
　
漏
水
事
故
が
大
き
な
要
因
で

　
　
す
。
令
和
元
年
度
の
漏
水
件

数
は
12
件
で
し
た
。

　
　
漏
水
調
査
は
実
施
し
て
い
る

　
　
の
か

　
　
今
後
、
費
用
対
効
果
も
含
め
、

　
　
調
査
実
施
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
石
綿
管
は
災
害
が
あ
っ
た
時

　
　
に
大
き
な
問
題
に
な
る
。
こ

の
石
綿
管
の
布
設
替
は

　
　
石
綿
管
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

　
　
第
１
浄
水
場
と
武
州
製
薬
と

の
間
の
道
路
に
約
７
０
０
ｍ
、
関

地
内
に
約
50
ｍ
残
存
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
に
石
綿
管
の
解
消
に

向
け
て
布
設
替
の
設
計
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
以
降
に

工
事
実
施
予
定
で
す
。

　
　
夜
間
電
話
で
濁
水
情
報
が
あ

　
　
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
た
の
か

　
　
状
況
を
確
認
し
消
火
栓
か
ら

　
　
濁
水
を
排
出
す
る
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　
　
返
済
者
の
所
得
状
況
に
あ
わ

　
　
せ
た
返
済
を
促
す
こ
と
が
必

要
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
返

済
額
を
決
定
し
て
い
る
か

　
　
債
務
者
か
ら
生
活
状
況
な
ど

　
　
を
聞
き
取
り
に
よ
り
確
認
し
、

返
済
額
の
交
渉
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
費

　
　
用
・
内
容
等
は

　
　
個
別
健
診
も
集
団
健
診
と
同

　
　
様
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ご
自
身
で
医
療
機
関
を

予
約
し
受
診
す
る
方
法
と
な
り
ま

す
。
検
査
内
容
の
違
う
と
こ
ろ
は

眼
底
検
査
が
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
　
保
険
税
一
人
当
た
り
８
万
１

　
　
９
５
３
円
、
前
年
よ
り
２
８

２
８
円
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

改
定
に
よ
る
値
上
げ
の
影
響
か

　
　
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
調
定

　
　
額
全
体
を
全
加
入
者
数
で
割

っ
た
結
果
が
２
８
２
８
円
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は
、

値
上
げ
で
は
な
く
４
方
式
か
ら
２

方
式
に
移
行
す
る
中
で
財
政
を
維

持
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

　
　
特
定
健
診
の
受
診
率
は

　
　
集
団
健
診
と
個
別
健
診
を
合

　
　
わ
せ
て
42
・
４
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
人
間
ド
ッ
グ
を

受
診
し
た
件
数
を
含
め
る
と
48
・

36
％
に
な
り
ま
す
。

　
　
介
護
認
定
者
数
は

　
　
令
和
元
年
度
末
４
７
６
人
、

　
　
平
成
30
年
度
末
４
８
８
人
、

平
成
29
年
度
末
４
７
８
人
、
平
成

28
年
度
末
５
０
５
人
、
平
成
27
年

度
末
５
４
７
人
で
、
若
干
で
す
が

減
少
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
人

数
は
年
々
増
え
て
い
る
の
で
、
認

定
率
は
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　
認
定
者
の
介
護
度
別
の
内
訳

　
　
は

　
　
令
和
元
年
度
年
報
の
年
度
末

　
　
数
値
は
、
要
支
援
１
が
６
人
、

要
支
援
２
が
35
人
、
要
介
護
１
が

１
１
１
人
、
要
介
護
２
が
１
０
３

人
、
要
介
護
３
が
１
２
１
人
、
要

介
護
４
が
80
人
、
要
介
護
５
が
34

人
、
合
計
４
９
０
人
で
す
。

　
　
医
療
費
の
中
で
、
調
剤
費
が

　
　
１
０
２
％
と
微
増
し
て
い
る
。

調
剤
費
抑
制
に
つ
い
て
の
取
組
は

　
　
国
保
と
同
様
に
保
険
証
の
交

　
　
付
時
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
希
望
シ
ー
ル
等
啓
発
資
料
を
同

封
し
て
送
付
す
る
な
ど
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
の
利
用
推
進
に
つ
い
て
啓

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
国
保
と
後
期
の
制
度
の
違
い

　
　
は

　
　
後
期
は
埼
玉
県
後
期
高
齢
者

　
　
医
療
広
域
連
合
が
保
険
料
を

定
め
、
国
保
と
違
い
２
方
式
と
な

っ
て
お
り
県
内
同
じ
保
険
料
で
す
。

保
険
料
の
改
定
は
２
年
毎
と
な
っ

て
い
ま
す
。
医
療
機
関
等
に
か
か

る
と
き
の
自
己
負
担
割
合
も
国
保

と
は
異
な
り
ま
す
。

　
　
集
落
排
水
の
十
条
・
沼
上
処

　
　
理
区
は
公
共
下
水
道
に
接
続

す
る
の
か

住
宅
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

農
業
集
落
排
水
処
理
事
業

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計
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漏水を発見したら、早めに上水道担当へご連絡をお願いします。
☎ 76-1118

沼上クリーンセンター

十条クリーンセンター十条クリーンセンター


